
1414

✿�

茨
城
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
３
部
茨
城
新
聞
社
長
賞
（
県
）

✿�

第
64
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　
佳
作

　
　
　
篠
﨑　
侑
晟（
関
城
西
小
６
年
）

✿�

第
10
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
会
長
賞

　
　
　
佐
藤　
結
菜（
関
城
東
小
６
年
）

✿�

茨
城
県
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

　
最
優
秀
賞

　
　
　
野
尻　
裕
太（
関
城
東
小
６
年
）

✿�

全
国
銀
行
協
会　

第
９
回
Ｅ
Ｃ
Ｏ
壁
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル　
団
体
賞

　
関
城
東
小
学
校

✿�

第
44
回
小
学
校
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
版
画

の
部　
全
労
済
茨
城
県
本
部
長
賞

　
　
　
板
橋　
み
こ
と（
古
里
小
２
年
）

✿�

第
60
回
茨
城
県
発
明
工
夫
展
児
童
・
生

徒
の
部　
県
知
事
賞

　
　
　
　
杉
山　
咲
衣（
下
館
中
１
年
）

✿�
第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

ク
ー
ル　
茨
城
県
大
会　
教
育
長
賞

　
　
　
　
川
越　
夢
姫（
下
館
中
２
年
）

✿�

茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
ス
キ
ー
の
部
男

子
大
回
転　
４
位

　
　
黒
須　
悠
太
郎（
下
館
西
中
１
年
）

✿
第
49
回
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン
ク

　
ー
ル　

関
東
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協
議

　
会
会
長
賞

　
　
　
渡
辺　
葉
月（
下
館
西
中
２
年
）

✿�

茨
城
県
牛
乳
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル　
県
知
事
賞

　
　
　
吉
江　
佑
莉（
下
館
西
中
３
年
）

✿�

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル　
県
知
事
賞

✿�

第
10
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ�

in�

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ　
佳
作

　
　
加
藤　
ひ
な
た（
下
館
西
中
３
年
）

✿�

第
10
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ�

in�

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ　
入
選

　
　
柴
山　
寛
奈
（
下
館
西
中
３
年
）

　
　
小
林　
さ
や
か（
下
館
西
中
３
年
）

✿�

第
10
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ�

in�

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ　
佳
作

✿�

ゴ
ミ
散
乱
防
止
と
３
Ｒ
を
進
め
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　
最
優
秀
賞（
県
）

　
　
　
安
達　
美
音（
下
館
西
中
３
年
）

✿�

野
口
雨
情
記
念
賞
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

　
中
学
生
の
部　
大
賞
（
県
）

　
　
　
大
山　
花
音（
下
館
西
中
３
年
）

✿�

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
30
回
都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会　

　

茨
城
県
選
抜
女
子
チ
ー
ム
（
全
国
３
位
）

　
　
　
石
田　
佳
代（
下
館
西
中
３
年
）

　

茨
城
県
選
抜
男
子
チ
ー
ム
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
横
山　
千
汰
郎（
下
館
南
中
３
年
）

✿�

皇
后
盃�

第
35
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
競
走
大
会　
第
15
位
（
第
８
区
区

間
６
位
）

✿�

第
２
回
全
国
中
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

選
手
権
大
会　
第
５
位

���　
　
星
野　
輝
麗（
下
館
南
中
２
年
）

✿�

第
66
回
全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

読
売
新
聞
社
賞

���　
　
髙
﨑　
利
基（
下
館
南
中
２
年
）

✿�

第
10
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ�

in�

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ　
佳
作

���　
　
堀
江　
勝
吾（
下
館
南
中
２
年
）

✿�

第
17
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育

フ
ェ
ア
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト　
ア

イ
デ
ィ
ア
部
門　
全
日
本
中
学
校
技
術
・
家

庭
科
研
究
会
長
賞
（
国
）

✿�

第
17
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育

フ
ェ
ア
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト　
製

作
部
門　

茨
城
県
教
育
長
賞
（
県
）・
日
本

産
業
技
術
教
育
学
会
長
賞
（
国
）

　
　
　
武
井　
将
太
郎（
明
野
中
２
年
）

✿�

第
４
回
親
守
詩
茨
城
県
大
会　

茨
城
新

聞
社
社
長
賞

　
第
４
回
親
守
詩
全
国
大
会　
佳
作

　
　
　
小
林　
明
日
香（
協
和
中
３
年
）

がんば
ったきみたちへ作文・標語・ポスターコンクールやスポーツなどで、

県や関東、全国大会で入賞した小・中学校の生徒を紹介します。
✿�

第
49
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
は
が
き
作
文
部
門　
銅
賞
（
国
）

　
　
　
　
坂
入　
悠
翔（
下
館
小
２
年
）

✿�

第
53
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス

ト
図
画
部
門　
財
団
奨
励
賞　
　
　

　
　
　
　
手
塚　
彩
歩（
下
館
小
３
年
）

✿�

第
44
回
全
労
済
小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
の
部　
茨
城
新
聞
社
長
賞　

　
　
　
　
椙
本　
遥
希（
下
館
小
６
年
）

✿�
茨
城
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン

ク
ー
ル　
最
優
秀
賞�

　
　
　
　
田
村　
柚
子（
川
島
小
１
年
）

✿�

「
読
ん
で
感
じ
た
考
え
た
！
」
新
聞
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞

　
　
　
　
谷
中　
咲
月（
川
島
小
３
年
）

　
　
　
　
津
金　
泰
成（
川
島
小
４
年
）

　
　
　
　
宮
川　
由
子（
下
館
中
３
年
）

✿�

第
７
回
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル　
奨
励
賞
（
国
）

　
　
　
　
平
山　
結
菜（
川
島
小
３
年
）

　
　
　
　
髙
橋　
出
帆（
川
島
小
６
年
）

✿�

地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
'16

　
中
学
年
の
部　
県
知
事
賞

　
　
　
古
井　
千
晴
（
川
島
小
３
年
）

　
　
　
古
井　
咲
和
子（
川
島
小
１
年
）

✿�

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
あ
り
が
と
う
の
手
紙

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６　
最
優
秀
作
品
賞

　
　
　
　
霜
田　
奏
真（
竹
島
小
２
年
）

✿�

ゴ
ミ
散
乱
防
止
と
３
Ｒ
を
進
め
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　
最
優
秀
賞（
国
）

　
　
　
　
篠
﨑　
智
也（
養
蚕
小
３
年
）

✿�

第
10
回
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」　
作
文

コ
ン
ク
ー
ル　
優
秀
賞
（
国
）

　
　
　
　
江
田　
苑
未（
養
蚕
小
４
年
）

✿�

第
41
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル　
家
の
光
協
会
関
東
甲
信

越
普
及
文
化
局
長
賞

　
　
　
　
稲
川　
聖
英（
養
蚕
小
５
年
）

✿�

地
球
・
夢
・
未
来
ー
石
油
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル　

全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協

議
会
副
会
長
賞
（
優
良
学
校
賞
）

　
養
蚕
小
学
校

・
学
年
は
３
月
24
日
報
告
会
時
に
よ
る

・
氏
名
は
敬
称
略
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　平成 28 年７月生
まれのお子さんの写
真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりが
な・生年月日・性別②保護者氏名・郵
便番号・住所・電話番号を明記し、５
月 31日（火）までに広報広聴課へ。

くん栗
くりやま

山 莉
り た ろ う

太朗
（岡芹）５月２日生

古
こ や の

谷野 充
み つ き

稀くん
（大関）５月３日生

わ が 家 の
ア イ ド ル

くん廣
ひろまさ

正  央
お う が

賀
（飯島）５月４日生

ちゃん髙
たかしま

嶋  桜
さ き

希
（飯島）５月１日生

ちゃん　田
よしだ

  琉
る な

那
（川澄）５月５日生

白
しらかわ

川  夢
ゆ う と

翔くん
５月５日生（みどり町一丁目）

ちゃん谷
や な か

中  芽
め い

依
５月８日生（落合）

直
な お い

井　亮
りょう

くん
５月９日生（本城町） ５月１１日生（藤ケ谷）

奥
お く だ

田  浬
り さ

紗ちゃん

５月１１日生（二木成）
寺
てらしま

嶋  心
み ゆ

結ちゃん
５月１２日生（二木成）
髙
たかまつ

松  来
く る み

実ちゃん 古
ふるさわ

沢  陽
ひ い ろ

彩
５月１２日生（下岡崎二丁目）

くん
５月１３日生（関本分中）
猪
い の は ら

ノ原 莉
り お

桜 ちゃん 廣
ひ ろ せ

瀬  成
な る む

夢ちゃん
５月１３日生（幸町三丁目）

染
そ め や

谷  脩
しゅうと

斗くん
（口戸）５月１４日生

５月１４日生（門井）
鈴
す ず き

木  稟
り こ

子ちゃん 鈴
す ず き

木  脩
しゅうせい

生くん
（稲野辺）５月１８日生

谷
や じ ま

島  柚
ゆ ず き

輝くん
（小川）５月１８日生

與
よ ご

後　健
たける

くん
５月１９日生（幸町三丁目）

小
お じ ま

島 明
あ ゆ は

夢羽ちゃん
５月１９日生（川澄）

早
は や せ

瀬  結
ゆ い し

梓くん
５月２０日生（大町）

５月２１日生（泉町）
山
やまぐち

口  夏
な つ み

海ちゃん
５月２２日生（市野辺）
青
あ お き

木  遥
は る か

香ちゃん 鴨
か も し た

志田 蒼
そうすけ

祐くん
５月２４日生（小川）

飯
いいじま

島  丈
た け る

瑠くん
（関本下）５月２５日生

杉
すぎやま

山　楓
かえで

くん
５月２６日生（女方）

早
は や せ

瀬  柚
ゆ ず き

来くん
（蒔田）５月２７日生

日
ひゅうが

向  羚
れ い ま

真くん
（小栗）５月２８日生 ５月２９日生（市野辺）

有
あ る が

賀  菜
な な

七ちゃん
（高津）５月３０日生

中
なかじま

島  萌
め い さ

彩ちゃん 亀
か め た

田　昊
こう

くん
５月３１日生（二木成）

ひ ろ せひ ろ せ な る むな る むな る むな る む

や じ ま ゆ ず き

                   榎生教室
〒308-0838 筑西市榎生 1-8-12
☎ 080-4917-0303
☎ 0296-25-1586
お問い合わせ時間 /10 時～18 時

わ           だ  　     け   い   こわ           だ  　     け   い   こ

（3才～中高生まで）（3才～中高生まで）

生徒募集中！生徒募集中！



江
ノ
波
騰

駅
の
道

●
川
貝
小

ン
オ
イ

●

宝
大

妻
下

線
総
常
東
関

砂沼

筑波
スカイボウル
　　　●

　●
つくばゴルフ
ガーデン

　やすらぎの里
●しもつま

　　●
つくば
わんわん
ランド

上筑波
自動車
学　校

〒30０-4201　茨城県つくば市寺貝1268-2
上筑波自動車学校

自動車
学校

結城 東結城 川島水戸線 玉戸 下館

線
総
常
東
関

郷
田
大

子
黒

江
ノ
波
騰

宝
大

妻
下 ●

ン
オ
イ
●
駅
の
道

川
怒
鬼 ●平間病院

●関城分署

結城バイパス●
カワチ

砂沼
サンビーチ●

砂沼

〒308-0121　茨城県筑西市船玉286冬季スピードコース
お問い合わせください。

▶▶▶大型・中型・フォークリフト免許
応援キャンペーン実施中 !!

後
５
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
▼
場
所
＝
明
野
図

書
館 

視
聴
覚
室　
▼
内
容
＝
古
く
な
っ
た
図
書
や
絵

本
、
保
存
期
限
切
れ
の
雑
誌
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。

（
お
願
い
）
営
利
目
的
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
お

持
ち
帰
り
用
の
バ
ッ
グ
や
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
映
画
会

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
（
上
映
時

間
１
０
４
分
）
▼
場
所
＝
明
野
図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
上
映
作
品
＝
『
黄
色
い
リ
ボ
ン
』
※
申
込
不
要
／

大
人
向
け
映
画
会

■
Ｌ
．Ｅ
．Ｃ
．
～
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ク
ラ
ブ
～

　

毎
週
金
曜
日
に
視
聴
覚
室
を
大
人
向
け
に
開
放
し

ま
す
！
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
き
な
が
ら
、
読
書
な
ど
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
12
日
・
19
日
・
26
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
５
時　

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

視
聴
覚
室
を
幼
児
と
保
護
者
に
開
放
し
ま
す
。

午
前
中
に
読
み
聞
か
せ
や
子
育
て
相
談
も
あ
り
。

▼
日
時
＝
５
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
お
は
な
し
会

▼
日
時
・
場
所
＝
５
月
６
日
（
土
）、
21
日
（
日
）
午

前
11
時
～
11
時
30
分　
▼
内
容
＝
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

◉
中
央
図
書
館

■
こ
ど
も
の
読
書
週
間
・
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
１
日
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
体
験
】

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

▼
日
時
＝
５
月
３
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
正
午

▼
定
員
＝
４
人
（
小
学
４
年
～
６
年
生
）
▼
申
込
み
＝

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
（
先
着
順
）

【
子
ど
も
映
画
会
】

▼
日
時
＝
５
月
４
日
（
木
）
午
後
２
時
～
（
上
映
時
間

90
分
）
▼
場
所
＝
中
央
図
書
館 

視
聴
覚
室　

▼
上
映

作
品
＝
『
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ネ
コ
』
※
申
込
不
要

【
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
＝
５
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
～　
▼
場
所
＝

中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー　
▼
内
容
＝
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
折
り
紙
な
ど

※
申
込
不
要

■
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。（
月

１
回
木
曜
日
に
開
催
）

▼
日
時
＝
５
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー　

※
申

込
不
要

■
映
画
会

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
～
（
上
映
時

間
87
分
）
▼
場
所
＝
中
央
図
書
館 
視
聴
覚
室　
▼
上

映
作
品
＝
『
汚
れ
な
き
悪
戯
』
※
申
込
不
要　

◉
明
野
図
書
館

■
音
読
会

　

大
人
向
け
の
音
読
会
で
す
。
気
軽
に
発
声
練
習
や

音
読
を
楽
し
め
ま
す
！

▼
日
時
＝
５
月
２
日
（
火
）
午
前
11
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
明
野
図
書
館 

視
聴
覚
室　
※
申
込
不
要

■
リ
サ
イ
ク
ル
祭
！

▼
５
月
３
日
（
水
）
～
５
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午

明 野 図 書 館

お
す
す
め
本
紹
介

たべてみたい！

著／いしい ひろし【白泉社】

カピバラのジョンくんは、「白くて赤くて黄色くて、誰
かとわけて食べると幸せになる“夢のような食べもの”」
を探しに村を出ました。途中でワニさんとジャガーさん
と一緒になって…。

著／不動 まゆう【洋泉社】

あなたの知らない灯台の世界へようこそ！灯台マニアの著
者が、灯台の持つさまざまな「美」を写真とともに紹介し
ます。灯台の役割や各部の名称といった基礎知識や、灯台
の光り方、灯台建設の歴史についても解説。

灯台に恋したらどうだい？
中 央 図 書 館

我らがパラダイス

著／林 真理子【毎日新聞出版】
高級介護付きマンションで働く３人の中年女性。そ
れぞれの家庭内で深刻な介護問題を抱える彼女達は、
困窮していく我が身と、裕福な入居者達との想像を
絶する格差を前に、一世一代の勝負に出る！

ぼくとばく

著／鈴木 のりたけ【小学館】

不思議な「ばく」のしわざで、ばく色になってしまっ
た「ぼく」。元に戻してもらおうとばくを追いかける
けれど…。頭の文字を入れ替えると、ガラッと意味
が変わってしまう言葉の面白さを楽しむ絵本。

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

関
城
分
館

協
和
分
館

☎
24

−

３
５
３
０

☎
52

−

２
４
６
６

☎
37

−

６
６
２
６

☎
57

−

２
５
１
５

（
下
岡
崎
１

−

11

−

１
）

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

−

７
）

（
関
本
上
１
４
７
０
）　

（
門
井
１
９
６
２

−

２
）

問
い
合
わ
せ

５
月
の
休
館
日

中
央
図
書
館
・
明
野
図
書
館
・
関
城
分
館
・
協
和
分
館

　
　
　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
（
月
）

開
館
時
間

中
央
図
書
館
・
明
野
図
書
館
：
午
前
９
時
～
午
後
７
時

関
城
分
館
・
協
和
分
館
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
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作
業
を
行
い
社
会
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
23
年
間
活
動
を
続
け
て
い
る
精

神
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座
を
終
了

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
め
だ
か
の
会
」

（
結け

っ
そ
く束

洋よ
う
こ子

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
も
毎
日
交

代
で
作
業
の
輪
に
入
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

社
会
復
帰
へ
の
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
団
体
は
県
内
で
は
筑
西
と
取
手
の
み

だ
そ
う
で
す
。

　
障
害
者
自
立
支
援
事
業
受
託
に
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
な
ど
の
法

人
格
が
必
須
で
す
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ
」

は
誕
生
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
「
顧
客
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
就
労
訓

練
を
行
う
10
坪
ほ
ど
の
店
舗『
小
貝
川
の
郷
』

で
は
、
農
産
物
や
雑
貨
、
手
作
り
パ
ン
な
ど

の
販
売
体
験
を
行
い
、
河
川
敷
１
５
０
０
坪

を
切
り
開
い
た『
つ
ば
さ
里
山
公
園
』で
は
、

花
木
や
果
木
な
ど
を
植
え
、
収
穫
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
」
と
言
う
古
池
さ
ん
。
畑
を
耕
し

サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
み
ん
な
で
干
し
柿

や
乾
燥
芋
を
作
り
販
売
す
る
な
ど
仕
組
み
づ

く
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。

小
こいしかわ
石川　功

いさお

さん　（飯島）

　市民全体が認知し、回復途
上で悩んでいる人々に声を掛
け合い、優しく支えるまち筑
西市にしていきましょう。

　
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
」
は
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小
林
）
と
同
じ
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
つ
ば
さ（
古こ

い
け池

源げ
ん
ぞ
う造

理
事
長
）は
、「
退

院
は
し
た
け
れ
ど
ま
だ
勤
め
に
行
く
自
信
が

な
い
、
１
人
で
家
に
こ
も
り
が
ち
で
友
だ
ち

が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど
と
悩
ん
で
い
る
当
事

者
が
、
憩
い
の
場
を
か

ね
て
社
会
復
帰
に
向
け

週
４
日
、
体
調
を
見
な

が
ら
通
所
す
る
施
設
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
通

所
す
る
み
な
さ
ん
は
、

職
員
の
指
導
の
も
と
、

病
に
負
け
ず
に
各
種
軽

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

障
が
い
者
の
地
域
生
活
と
就
労
を
進
め
る
た
め
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
て
10
年
。

あ
な
た
の
周
り
に
は
、
そ
の
法
律
を
知
ら
ず
に
苦
労
し
て
い
る
ご
家
族
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
公
園
で
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も

開
催
さ
れ
、
当
事
者
と

職
員
の
み
な
さ
ん
が
一

堂
に
集
い
、
お
肉
に
舌

鼓
を
打
ち
、
筑
波
山
を

仰
ぎ
、
澄
み
渡
る
大
空

の
も
と
で
体
調
を
整
え
る
な
ど
「
社
会
交
流

訓
練
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
池
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ
の
他

に
、
筑
西
地
方
家
族
会
、（
一
社
）
茨
城
県

精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
の
会
長
を
兼
務
す

る
、「
社
会
の
偏
見
を
な
く
し
、
入
院
主
体

の
治
療
か
ら
、
ご
両
親
と
も
ど
も
一
歩
外
へ

出
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
挑

戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
家
族
会
主
催
の
「
何
で
も

相
談
会
」
な
ど
を
利
用
し
、
親
子
で
悩
ま
ず

一
歩
外
へ
出
て
み
ま
せ
ん
か
。「
障
が
い
の

あ
る
人
も
、
な
い
人
も
、
分
け
隔
て
な
く
、

ま
ち
全
体
で
支
え
あ
え
る
優
し
い
ま
ち
・
筑

西
市
」
の
実
現
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ　
☎
22

−

４
１
６
３

社
会
復
帰
に
向
け
て
の
活
動

今
後
の
課
題
と
挑
戦

目
を
見
張
る
独
自
の
活
動
も
！

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
」
を
知
ろ
う
！
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